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第５章 介護保険事業量の推計

１ 認定者等の推移と予測

（１）認定者の状況と今後の予測

認定者は、令和３年度に 人となっていましたが、令和５年度は 人

（５人の増加）となっています。

今後の予測は、令和８年度に 人となり、令和５年度と比較して 人の

増加となります。さらに、令和 年度には 人となると予測されます。

資料：介護保険事業状況報告（令和５年６月末）での推計値（第２号認定者数含む）

（２）前期（８期）計画の実績

総給付費は、令和３年度の 億４千２百万円から令和５年度では、 億９千

５百万円（見込）となり、１億５千３百万円増加（令和３年度比 ％）とな

っています。

（単位：千円）

区分 令和 年度 令和 年度 令和 年度

合計

在宅サービス

居住系サービス

施設サービス

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 系列

人
第９期
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２ 介護保険サービスの量の見込み

介護保険サービスについては、 年を見据えた介護保険事業計画の策定（地

域包括ケア計画、中長期的な推計）に対応した視点を持ちつつ、保険者として持

続的な事業運営を図るとともに、被保険者個々の保険料負担の上に成立している

制度として、公平で質の高いサービスを提供するための取組が求められています。

また、介護予防・日常生活支援総合事業の開始に伴い、介護予防訪問介護サー

ビスと介護予防通所介護サービスの当該年度の見込みについては、介護保険事業

費ではなく地域支援事業費に見込んでいます。

なお、ここで使用している介護保険に関する各種データは、国の示した「地域

包括ケア見える化システム」を用いて算出したデータとなります。

（１）居宅サービス

自宅に居ながら利用できる介護サービスのことです。また、施設に入っていて

も、そこが居宅と見なされる場合は、そこでのサービスは居宅サービスに含まれ

ます。

【日常生活圏域別居宅サービス事業所の状況】

在宅

訪
問
介
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
看
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

居
宅
療
養
管
理
指
導

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

短
期
入
所
生
活
介
護

短
期
入
所
療
養
介
護

福
祉
用
具
貸
与

福
祉
用
具
販
売

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

国分北

国分

国分南

溝辺

横川

牧園

霧島

隼人北

隼人南

福山

合計

［長寿・障害福祉課調べ 休止中の事業所を除く 令和５年 月１日現在］
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① 訪問介護（ホームヘルプ）

内容
ホームヘルパーが自宅を訪問して、入浴・排せつ・食事などの介護や、家

事などの日常生活の援助を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

※ は見込値（以下同じ）

② 訪問入浴介護

内容 浴槽を積んだ入浴車などで自宅を訪問して、入浴の介助を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

③ 訪問看護・介護予防訪問看護

内容
主治医の指示に基づいて看護師などが自宅を訪問して、療養上の世話や手当

を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月
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④ 訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション

内容
主治医の指示に基づいて作業療法士（ＯＴ）や理学療法士（ＰＴ）が自宅を

訪問して、普段の生活に必要なリハビリを提供するサービスを行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

⑤ 居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導

内容
通院が困難な方に対し、医師・歯科医師・薬剤師・管理栄養士・歯科衛生士

などが自宅 を訪問して、療養上の世話や指導を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑥ 通所介護（デイサービス）

内容
デイサービスセンターに通って、食事・入浴の提供やレクリエーションなど

を通じた機能訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月
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⑦ 通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション（デイケア）

内容
医療施設に通って、食事・入浴の提供や心身機能の維持回復の機能訓練を行

います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑧ 短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護（ショートステイ）

内容
施設などに短期間入所し、食事・入浴・排せつ、その他日常生活の介護や機

能訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

日数 日

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

日数 日

人数 人 月

⑨ 短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護（老健）

内容
医療施設などに短期間入所し、食事・入浴・排せつ、その他日常生活の介護

や看護・機能訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

日数 日

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

日数 日

人数 人 月
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⑩ 短期入所療養介護（病院等）

内容
病院などに短期間入所し、食事・入浴・排せつ、その他日常生活の介護や機能

訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

日数 日

人数 人 月

⑪ 福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与

内容

心身の機能が低下した人に、車いす・特殊寝台・体位変換器・歩行補助杖・

歩行器・徘徊感知器・移動用リフトなど、日常生活を助ける用具を貸与しま

す。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑫ 特定福祉用具販売・特定介護予防福祉用具販売

内容
在宅生活に支障がないよう、入浴や排せつに用いる福祉用具を利用し日常生

活上の便宜を図り、家族の介護の負担軽減などを目的として実施します。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月
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⑬ 住宅改修・介護予防住宅改修

内容
在宅生活に支障がないよう、手すりの取り付け・段差解消・扉の交換・洋式

便器への取り替えなど、小規模な住宅改修をする目的として実施します。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑭ 特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護

内容
有料老人ホームなどで、入浴・排せつ・食事、その他日常生活上の世話や機

能訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑮ 居宅介護支援・介護予防支援

内容
「居宅介護支援（介護予防支援）」は、要介護者（要支援）がサービス（施

設を除く）を利用する際に、居宅サービス計画（ケアプラン）を作成します。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月



各
論

第
５
章

第2部　各論 第5章　介護保険事業量の推計

（２）地域密着型サービス

高齢者が要介護（要支援）状態となっても、できる限り住み慣れた地域での生

活を継続できるようにするため、身近な市町村で提供されるサービスです。

原則として、事業所が所在する市町村の方だけが利用できますが、他市町村の

有料老人ホームに入居するなどして住所地特例となっている方は、現住所地の市

町村の地域密着型サービスの一部を利用することができます。

【日常生活圏域別地域密着型サービス事業所の状況】

認知症対応

型通所介護

小規模多機

能型居宅介

護

認知症対応

型共同生活

介護

地域密着型

介護老人福

祉施設

看護小規模

多機能型居

宅介護

地域密着型

通所介護

箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員

国分北

国分

国分南

溝辺

横川

牧園

霧島

隼人北

隼人南

福山

合計

［長寿・障害福祉課調べ 休止中の事業所を除く 令和５年 月１日現在］
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① 定期巡回・随時対応サービス

内容

介護サービス事業所が定期的に巡回して利用者に短時間の訪問サービスを提

供するほか、 時間 日体制で相談できる窓口を設置し随時の対応も行う

サービスです。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

② 認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護

内容
認知症の高齢者がデイサービスセンターなどに通い、機能訓練などを行いま

す。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月
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③ 小規模多機能型居宅介護・介護予防小規模多機能型居宅介護

内容
通いを中心に、利用者や家庭の状況に応じて、訪問や泊まりを組み合わせた

サービスや機能訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月

④ 認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

内容 認知症の高齢者が、専門スタッフの援助を受けながら共同生活を送ります。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

予防

給付

給付費 千円

人数 人 月
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⑤ 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

内容
定員 人までの小規模な介護老人福祉施設で、入浴・排せつ・食事等の介

護など日常生活上のお世話や機能訓練を行うサービスです。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑥ 看護小規模多機能型居宅介護

内容
「通い」「泊まり」「訪問」の３種類のサービスと「訪問看護」サービスを、

介護と看護の両面から柔軟に組み合わせて提供します。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

⑦ 地域密着型通所介護

内容
定員 人以下の小規模のデイサービスセンターに通って、食事・入浴の提

供やレクリエーションなどを通じた機能訓練を行います。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

回数 回 月

人数 人 月
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（３）施設サービス

施設介護サービスについては、介護ニーズの高い 歳以上の人口が急速に増加

することが見込まれる令和 年（ 年）に向けて、地域に応じた多様な住まい

の普及に取り組んでいく必要があります。

その際、住宅型有料老人ホーム及びサービス付高齢者向け住宅が多様なサービ

スの受け皿となっている状況を踏まえ、これらの入居定員総数も加味し、総合的

に検討していく必要があります。

介護療養型医療施設については、令和５年度末において制度廃止となることか

ら、これまで、介護医療院等への転換が行われてきました。１事業所においても

転換は行わず廃止を行うこととしています。

介護医療院については、県が策定する地域医療構想の観点から、医療療養病床

から介護医療院への転換は個別に対応していきます。

介護老人福祉施設 介護老人保健施設 介護医療院
介護療養型

医療施設

箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員

国分北

国分

国分南

溝辺

横川

牧園

霧島

隼人北

隼人南

福山

合計

［長寿・障害福祉課調べ 休止中の事業所を除く 令和５年 月１日 現在］
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① 介護老人福祉施設

内容
介護が必要で、自宅での介護が難しい方が入所し、食事・入浴・排せつなど

の介助、機能訓練、健康管理などを行う施設サービスです。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

② 介護老人保健施設

内容

病状が安定しており、看護や介護に重点を置いたケアが必要な方が入所し、

医学的な管理のもとでの介護、機能訓練、日常生活の介助などを行う施設サー

ビスです。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

③ 介護医療院

内容

「介護医療院」は、介護療養型医療施設からの新たな転換先（新介護保険施

設）として創設されたもので、急性期は脱して全身状態は安定しているもの

の、まだ自宅へ退院できる状態ではなく、継続的な治療が必要なため、長期入

院をする方に向けた施設サービスです。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月

④ 介護療養型医療施設

内容

急性期の治療が終わって、長期の療養が必要な方が入所し、医療、療養上の

管理、看護などを行う施設サービスです。設置期限が令和６年３月となってお

り、「介護医療院」等へ移行していきます。

第８期実績値 第９期推計値 中長期推計値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

介護

給付

給付費 千円

人数 人 月
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（４）介護保険以外の施設

本市には、介護保険以外の施設として、以下のようなものあります。

名称 概要

養護老人ホーム 環境上の理由及び経済的理由により自宅での生活が困難な

高齢者が入所できます。

生活支援ハウス 介護保険の要介護認定で、非該当（自立）、又は要支援相当

の方が、収入に応じた利用料で必要に応じた期間、自立し

た日常生活をおくることができる施設です。

軽費老人ホーム 家庭環境、住宅事情などで自宅の生活が困難な 歳以上の

方が入所できます。

介護付き有料

老人ホーム

介護が必要になったときに施設の介護スタッフによって介

護サービスが提供される居住施設です

住宅型有料老人

ホーム

自立・要支援・要介護の方が入居でき、生活援助や医療機

関提携・緊急時対応、レクレーション が受けられ、介護

が 必要な場合は外部サービスを利用しながら 生活できま

す。

サービス付き高齢

者向け住宅

介護・医療と連携し、高齢者の安心を支えるサービスを提

供する、バリアフリー 構造の住宅です。

【日常生活圏域別介護保険以外の施設の状況】

養護老人

ホーム

生活支援

ハウス

軽費老人

ホーム

介護付有料

老人ホーム

住宅型有料

老人ホーム
サービス付

高齢者向け

住宅

箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員 箇所 定員

国分北

国分

国分南

溝辺

横川

牧園

霧島

隼人北

隼人南

福山

合計

［長寿・障害福祉課調べ 休止中の事業所を除く 令和５年 月１日 現在 ］


